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研究成果の概要（和文）：本研究では大船渡市の4 つの高齢者サポート拠点を対象として仮設住宅の高齢者によ
る利用実態を明らにした。
その結果、高齢者サポート拠点が隣接しているS,A 仮設、近接しているO,M 仮設では高齢者サポート拠点を利用
したことがある人が見られるが、継続して通えている人が見られるのは併設されているS,A 仮設のみで、近接し
ているO,M 仮設では見られない。高齢者サポート拠点が近くにないG,N,K,T 仮設では利用したことのない人が大
半であった。A 仮設は仮設内に高齢者サポート拠点が併設されているが、自宅から離れていると遠くて通えない
という声が一人暮らし高齢者に多く、近距離でも送迎やサポートが必要である。

研究成果の概要（英文）：　 In order to avoid a social isolation of the elderly in the temporary 
housing units of the Tohoku Earthquake stricken areas, the support center for the elderly is 
expected to play the role of creating exchanging space in the temporary housing units. This paper 
takes up four support centers for the elderly with different locational conditions in Ofunato City, 
Iwate Prefecture. The support centers for the elderly which are located adjacent to the temporary 
housing units are more frequently used by the elderly, while the support centers for the elderly 
which are located far from the temporary housing units are less used by the elderly.

研究分野： 都市計画・建築計画

キーワード： 都市計画・建築計画　人間生活環境　社会系心理学　社会福祉　高齢者
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様 式 Ｃ‐１９、Ｆ‐１９‐１、Ｚ‐１９、ＣＫ‐１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 東日本大震災から 4 年が過ぎた 2015 年 1
月段階でも 8万人を超える人々が仮設住宅で
暮らしている。東日本大震災においては厚生
労働省より「高齢者等のサポート拠点等」（以
下、高齢者サポート拠点）の設置が求められ
た。これは仮設住宅内の要介護高齢者や障が
い者等の日常生活を支援するため総合相談
やデイサービス、訪問サービス、生活支援サ
ービス等を包括的に提供する施設であり、岩
手県では全体で 28 拠点が設置され、大船渡
市でも 2012年 6月より 4拠点が設置されて
いる。この高齢者サポート拠点の利用実態や、
それらが仮設住宅の高齢者に及ぼす影響等
については明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、仮設住宅に併設する２つの高
齢者サポート拠点を研究対象とする。１つは
高齢者サポート拠点が集会所や他の福祉施
設とも連携して仮設住民によって積極的に
利用されているのに対し、もう１つは集会所
や公民館などの地域施設とも連携しておら
ず、仮設住民による利用も少ない。この２つ
の高齢者サポート拠点の比較を通じて、仮設
住宅における今後の高齢者サポート拠点の
あり方に関する基礎的な知見を得たい。 
 
３．研究の方法 
 本研究で対象とするS施設には小規模多機
能型居宅介護施設（以下、小規模多機能）と
グループホームが併設されているのに対し、
A施設はそうした福祉施設がない（表 1）。ま
た、S仮設住宅は周辺の 5つの被災地区から
の入居者によって構成され、自治会も早くに
設立されて（2011年 6月）、コミュニティ活
動も活発であるのに対し、A仮設は大船渡市
外を含む多くの異なる地区からの入居者に
よって構成されたために自治会の設立も遅
れ（2012年 3月）、コミュニティ活動はあま
り活発ではない。この S、A 仮設住宅の高齢
者に対してアンケート調査を行った。(表 2)
また、 45 人（S 仮設：21 人、A 仮設：24
人）に対してインタビュー調査を行った。 

４．研究成果 
(1)．各仮設住宅におけるコミュニティ活動 
 2013年 6~8月に S、A仮設住宅で行われ
たイベントをみると A 仮設住宅でのイベン
トは、ボランティアや行政など外部団体によ
るイベントが主であり、住民自身によるイベ
ントは週 2 回の卓球と清掃、ウォーキング、
夏祭り等の単発イベントが見られるのみで
ある。また高齢者サポート拠点(A 施設)で行
われたイベントは生け花と三味線の２回の
みである。一方、S 仮設住宅では住民自身に
よるイベントが A仮設住宅よりも多く、毎週
１回開催されているお茶っ子をはじめその
ほとんどが集会所で定期的に行われている。
高齢者サポート拠点(S 施設)で行われるイベ
ントも縫い物(月2回)やウォーキング(週1回)
など定期的なイベントが大半であり、その回
数も多い。外部団体によるイベントの回数で
は S、A仮設住宅の間に大きな違いはないが、
住民自身によるイベントおよび高齢者サポ
ート拠点でのイベントはS仮設住宅の方がは
るかに多いのが特徴である。また図 1に示す
ように仮設住宅の規模の面でもA仮設は 303
戸と大船渡市内最大で敷地面積も広大であ
り、集会所、公民館、高齢者サポート拠点が
ばらばらに設置されているため、施設相互の
連携が難しい。また、足腰の弱った高齢者に
とっては砂利敷きの仮設内道路を 100m以上
歩いて移動することは難しく、そのことも高
齢者サポート拠点を利用しにくくさせてい
る。一方、S 仮設住宅では集会所と高齢者サ
ポート拠点が隣接しており、仮設住宅中心部
からも歩いて数十 m と高齢者にもアクセス
が容易である。高齢者サポート拠点で定期的
に開催されるラジオ体操やリズム体操では、
施設スタッフが屋外でカセットテープの音
楽を流すのを合図にして周囲の仮設住宅か
ら高齢者が歩いて集まってくる。高齢者にと
っての「近づきやすさ」は高齢者サポート拠
点の機能を発揮させるうえで重要な条件で
あると考えられる。 
 

(2)．アンケート調査からみた高齢者サポート
拠点の利用状況 

表 2 アンケート調査の概要 

 

表１ 各仮設住宅の概要 

 

 

      A仮設住宅          S仮設住宅 
図 1 S・A 仮設住宅と高齢者サポート拠点

の位置 



①高齢者等サポート拠点の利用（図 2） 
 従前のコミュニティが継続している S仮設
住宅の高齢者は現在および過去に高齢者サ
ポート拠点を利用したことがある方が過半
数を占めており、特に夫婦世帯では「現在利
用している」が 4割を占める。一方、コミュ
ニティが継続しておらず住民によるコミュ
ニティ活動も活発ではない A仮設住宅の高齢
者は、S 仮設と比べると「利用したことがな
い」人が多く、一人暮らし世帯でその割合が
高いことがわかる。独居高齢者のさらなる孤
立化を防ぐ意味でも、A 仮設における高齢者
サポート拠点の利用の促進が望まれる。 
②年齢・男女別でみた高齢者等サポート拠点
の利用 
 次に年齢別・男女別の高齢者サポート拠点
の利用状況をみると S仮設住宅では全体に現
在およびこれまでに利用したことがある人
が多いが、前期高齢者の男性のみ「利用した
ことがない」が半数を超える（図 3）。一方、
A 仮設住宅では女性高齢者の半数が現在およ
びこれまでに利用したことがあるのに対し、
男性の前期高齢者は「利用したことがない」
が８割に達し、特に一人暮らし世帯でその傾
向が顕著である（図 4）。このような一人暮ら
しの男性による高齢者サポート拠点の利用
をどのように進めるかが、高齢者の孤立化防
止を考えるうえでは重要となると思われる。 
③高齢者サポート拠点を利用したことによ
る影響（図 5） 
 全体に S仮設では「もしもの時でも安心で
きるようになった」「相談できる相手ができ
て良かった」が見られ、高齢者サポート拠点
の利用により、安心して生活できるようにな
ったと感じている人がいることが分かる。一
方、A仮設では全体に「友人・知人が増えた」
の割合が比較的高く、高齢者サポート拠点が
主として高齢者の集まる場所になっている
と推察される。しかし世帯種類別に見ると、
一人暮らし世帯では A仮設においても「もし
もの時でも安心できるようになった」や「自
分の健康状態を知ることができた」という回
答が一定程度見られることは、高齢者サポー
ト拠点の利用が一人暮らしの高齢者世帯に
一定の安心感を与えることを示していると
言えるだろう。 
④年齢・男女別でみた高齢者サポート拠点を
利用したことによる影響 
 以上の点を年齢・男女別でみると(図 6,7)、
S 仮設では前期高齢者男性で「もしもの時に
安心できるようになった」「相談できる相手
ができた」が見られた一方、A 仮設では前期
高齢者女性の一人暮らし世帯において「もし
もの時でも安心できるようになった」「自分
の健康状態を知ることができた」が見られた
（男性高齢者は回答なし）。この点はもっぱ
ら女性高齢者にあてはまることを示してい
ると考えられる。図８は Sおよび A 仮設住宅
内で交流がある友人の有無について尋ねた
ものであるが、S 仮設では 9 割以上の人が交

 
図2両仮設住宅の高齢者サポート拠点の利用 

 

 

図 3 年齢・男女別でみた S仮設住宅の高齢

者サポート拠点の利用（凡例は図 2と同じ） 

 
図 4 年齢・男女別でみた A仮設住宅の高齢

者サポート拠点の利用（凡例は図 3と同じ） 

 

図 5 高齢者サポート拠点を利用したことに
よる影響 



流のある友人があると答えているのに対し、
A仮設ではその割合は 6~7 割にとどまる。 
(3) まとめ 
 表 3に示すように S仮設住宅では、身体が
不自由で交流が困難な特定高齢者や交流が
苦手な高齢者に対しても、高齢者サポート拠
点のスタッフの支援により、集会所や高齢者
サポート拠点で行われるさまざまなイベン
トに参加したり、また小規模多機能サービス
の利用やグループホーム入居者との交流も
可能になるなど、既存の資源を有機的に連携
させることで高齢者の交流機会を創出して
いた。また、小規模多機能やグループホーム
との連携で福祉的支援を提供することで、高

齢者に安心感を与えていることも確認され
た。一方、A 仮設住宅では、高齢者サポート
拠点と集会所、コミュニティ集会所との連携
がうまく行われずに、既存の交流関係を失っ
てしまう高齢者が多く見られた。また高齢者
サポート拠点自体の利用者も S仮設に比べる
とそれほど多くはなく、福祉的支援の場とい
うよりも単なる交流の場としての役割が強
かった。このような高齢者サポート拠点の役
割の違いをもたらした要因としては、仮設住
宅のコミュニティ活動の活発さや、集会所と
高齢者サポート拠点、福祉施設との位置関係
など高齢者サポート拠点への高齢者の「近づ
きやすさ」、そして上述のような施設相互の
連携の有無などが考えられる。 
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図８仮設住宅内で交流がある友人の有無 

表３高齢者サポート拠点の利用者の意識 
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